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おのれに打ち克つのは

勝利の最大なものである
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年頭のご挨拶

明けましてお円出度うどざいます。

新しい年が、光市医師会員の皆さまにとって

希望のある、実りのある、幸せの年である乙

とを心からお祈りいたします。

年が故まる毎iζ、今年乙そは『何かよい44

があるだろう』と期待を持ってみます。又、

患者のためにも r何かよい事が』と願い、更
に、医師会のζ とでも『何かJと希ってみま

す。しかし、過ぎた日々の中から案外にさし

たる乙とも疲らずに一年が経ってしまうもの

です。けれども、人間の判断力というものは

どうも不安定なもので、気漏18度を、夏は

涼しいと思い、冬は暖かいと感じます。同じ

ものを同じ人間が二様iζ見ます。 rよい事』
についても閉じ乙とが言えるでしょう。だか

ら、自分が『よい』と信じ、自分にそう言い

きかせる乙とでr何かよい事がある』のかも
知れません。

以前は、医師と患者との聞には、医学のみ

を通しての、お互に直ちに心の通いあう幅の

広い道があったと思いますが、凶以皆保険の

今日では、政治的、経済的、社会的な色々な

因子が人り乙んで、その問に講を作ってしま

い、健保法とか何々法といった法的な橋がか

けられ、それを渡らなければ通い合うととが

できなくなってしまいました。しかも、乙の

橋は年毎iζ狭ばめられ、主互に、複雑な手数を

経て渡らなければならないものになっていく

し、ζの講も次第に幅広く探いものになって

いくようです。だが、ζのままではならない、

何とかして以前のように、共々に、手を握り

あえるように、隔たりのないものにしなけれ

光市医師会長林孝之

ばならない。そうすれば、たとえ矯があって

も、無いのと同じになると思います。

現在、滋動の70年代という言葉が盛んに

使われています。国の内外、等しく、全てが

加速的に激しく流動していくようです。医療

の世界におい之も同様で、地域社会との密接

な関連を無視する乙とは不可能であり、 『成

長より福祉へ』の流れの中で、益々 、乙の'.0:

が重視されてきています。乙の激流に対処し

得るノJは、側々の診療室の中だけにあるので

はなくて、民附としての自覚にたつ、地域の

ための、医師会本来の活劫の中に配るのであ

り、会員の一人一人の総ノりが結集されたもの

であると患います。

ζの怠味において、医師と医師、医師と地

威の人々が、その出合を、打算を採らず、五

使を捨て、真実と人間愛とで結びあい、一つ

一つ大切に育てていくことが肝要であると思

います。そうすれば、医師と忠有とを隔てよ

うとしているものは白から取り払われ、必ら

ず、今年乙そは『何かよい事があるだろう』

という朗待につながる乙とでありましょう。

今年は丑の年。丑の織に、力強く、そして

汗を抗しながら、医の道一筋に、一日ー11を

積み垂ね、光市医師会が会員の皆様にとって

かけがえのない存花であるようにありたいと

思っていますので、倍IlJのど協ノJ、ど鞭i_tを

賜わりますよう喪心よりお願いいたします。
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医師会月間行事
/ 

依12月山 ω 定例理事会。於医師会館。

報告事項 (1)要望占提出の件。 (2)虚先生

の牛島診療所在任の件。 (3)永年に亘る光

市医師会の牛島診療協ノ111ζ対し光市役所

の謝立申出事項について。 (4)忘年会の件。

~2月 17 口(上) 例会指忘年会。於船屋旅

ν 館。
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片麻揮の袖通してやるアフターサーピス

野良犬に顔見知りされる往診の道

ブラジャーもと らねば診れぬと良心的医師

斡筋注スカートまくってどぎまぎし
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社会医療調査

昭和47年度の社会氏療調査は末だ不明なの

で昭和46年度社会保険診療報酬請求明細書を

もとに傷病、氏僚の状況(政府管掌健康保険

)を明らかにされた社会医僚調斉結果は次の

通りである。

総点数のうち 4 般診協が89.8% (45年度

8 9.7%)、歯科診II.f.は 1O. 29ぢ(問 10.3 
%)となった。一般診般の内況は、診察9.4

%、投薬36%、注謝 15.3%、理学療法O.

4%、精神病特珠療法0.3%、レントゲン診

訴5.3 ~、 検査 6.2% 、 処置 2.4%、 手術 L

9句、麻酔O.40o、入院 12. 3 ~ちとなってお

り、診療行為の内容に前年度に比較.して診療

行為行為の内容に急搬な変化はない。

此の内訳は、総点数lζ占める割合なので、

一般診療分lζ引き直すと、投薬40.0第、注

謝17.07ちとなり、いわゆる薬剤費が57.7 

労と一般診療の過半数を越す‘薬物依存、の実

態を浮き彫Iとしている。また、一酸診療の l

件当たり点数は45 6.5点で前作度に比し l

7%増である。

内訳は診療48点、投薬 183点、注謝77. 

7点、レントゲン 27点、検査 31.4点、処

置12点、入院62.6点である。 1件当たり

点数の年次別推移をみると、41年度 27 6. 

6点、44年度38 1.4点、45年度44 8. 

7点である。 1点単価を同定した出来高払い

の支払方式を続ける限り 、 ~位貨の不自然増

をめぐる玲品のタネはっきなL、。

(大野記)
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蝶キチのたわごと

(1) プロローグ

50近くにもなると坂道は実にしんどい。 4

本継7mの物干学位の竹竿を担いで俺も齢だ

なと思いつつ、哨ぎ晴ぎ山道を登って行く内

iζ、ばったり七地のお百姓さんに出合う。や

られるなと内心思いつつ会釈して擦れ違う途

端やっぱりやられた。台詞は決っている。立

留るとしげしげと担いでいる竿から足許迄視

線が走る。世にも不思議な事に出曾した顔付

で。そしてお魚釣りなんですかとおいでなす

った。無理もない疑問だ。既lζ道はとうに谷

川|から逸れて尾根に出ている。 iはあっJと、

軽く答えて逃げ綴と ζの時もしたけれど山地

の人達はとても親切でおせっかい焼きで話し

好きな方が多い。乙の人もそうだった。しば

し御忠言を拝聴する仕議と相成った。 i乙こ

からもう谷に下る択にも行かないが、乙のま

ま峠に出て山向うに下りなされ、一里も下れ

ば津に出る。そ乙なら少しは山女魚が釣れま

しょうJ。どうも有難うと礼を轟くしてお別

れしたけどやはりあの人も道々悟ったいな釣

師も居る ものだ、ちょっ.と萌がおかしいんで

はなかろうかと、心のど乙かに引っかかるも

のを感じたかも知れない。乙んな場合に正直

に蝶を採ってますと答えてはいけなb、。相手

が若い人か、学校の生徒以外は。本当の事で

も言をうものなら大商うるさい'ji:になる。 i

何にするのですか?J 0 i何になりますか?

J山のお百姓さんは実に好奇心が強い。中{と

は何の薬になるのですかととられる。無論蝶

キチガイ と云う病気の薬になりますので等答

えた ζとはないけど、ζれ等の御仁にその主

光製鎖所診療所渡辺 幹

旨をうまく納得させる岳は容易な事ではない。

標本』とするためとか云っても駄目。分布調脊.と

か生態研究等云ったら益々やや乙しくなる。

あれと閉じですよ、それ、骨董とか切手を集

めたり、盆裁を作って楽しむのと…………。

il云おーっJと判った械な判らぬ様な返官を

された揚句、明らかにキチガイを見る回付で

みつめられる乙とJけ合いである。だから本

当の事は金輪際云ってはいけない。今度も私

は苫わなかった。

タオ Jレで吹き出る汗を拭いつつ、 10，!fi:迂っ

てー呼吸、乙んな繰返しが続く内lζ、ふと、

何と因果な道楽{ζ取り葱かれたものかと苦笑

が思わずもれてくる。でも決して後悔め念は

おきない。 ただそこに山があるから笠る等云

う析学的な人々 と巡って、そ乙にはちゃんと

した目的があるのだから。地図を拡げてみる

と同的の楢林はもう近い。寧ろ心わくわく、

まるで青春に返って恋人iζ会いに行く気持。

ζれで目指す蝶をうまく捕える事が出来たら

万々歳だ。そう思うと息切れが少々あっても

fまにならなし、。因果な道楽に取りつかれて、

私は幸福だっfことさえ思う。

つい最近迄北九州にJ.!fた項は、土曜日夕食

後、ひょいと思いつくまま一人で愛取を駆っ

て大附下島突端の佐多岬迄屡々行ったもので

ある。日曜日早朝至IJ ~<すると約 2 時間中.中仮

蹴した上で夕刻迄蝶を求めて走り遡りそのま

まノンストップで北九.ftIの我が家迄事を定ら

せ、刀曜日早朝帰7fして、約2時間在た上で

出動し普通の通り診療したものだ。 q復80 
0粁位あるだろうか。 トラックの通ちゃん並
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の馬力を持っていたが、乙のエネルギーの根

源は蝶と云う唯一無二のしiebeがあったと云

う事に轟きる。いつか女)J}が誰からか「お宅

の御主人はとてもタフでいらっしゃるそうで

結構ですわねと云われ、その時はあっけにと

られていたけれどあとでこれ乙れしかじかす

と聞いて本当に恥ずかしかった。もうそんな

人間離れのした体験談を人lζ話してはいけま

せん。内心では軽蔵しているのですからと固

く円留された。乙れは守らねばと，思ってたが

結局管を滑らせて(?)。またこのととを人

に話す仕儀となった。

-Ji;の 1終り一

(2) 蝶キチの言い訳

「ちょっと待って下さい。アフリカのアゲ

ハが一風変っていてお面白いのですが生憎乙

の山の一書下になってるから上から11買にとり

除けます。貴方は下で済みませんが受けて下

さL、J。と乙れはijij棲んでいた北九州の家で

の，話。何しろ扶いので箱が明す毎に勢い縦:ζ

布く伸びていく。それも薄日青い3畳の間だ0

4熔をつけ踏台l乙登って一箱宛根気よく下に

降ろすのであるがお客の万は大変な迷惑だろ

う。でもお愛想でも蝶のコレクションを一度

みせて下さいと言った手riij、文最初の一箱を

お世辞Iこでも美しいですねと負・めた手前もあ

ればもう結僑ですとは云も、かねる事になる。

既lζ2時間近く蝶の講制。
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ιE生省は保険料の叶さ kげと給付改善をだ

きあわせた健康保険制度の改正政府原案を5
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日決定した。政管健保の 「赤-y.Jを肉民の負

拘噌しによる改悪として反対する野党との闘

に今次l司会において大きな論議をよぷであろ

う。と乙ろで 1973年の幕あけにおいて各

紙の社説の論調は高度経済成長の破綻による

超インフレと国民生活の混乱を指摘している。

「毎日Jは「肥満児日本への嘗告一世から質

への革命的変革J、 f続読J!ま「乙れからの
世界と臼本の課題一国際的信mを高める努力
J、 「朝日」は「憂慮と期待と通してくいま

丘が|向が直面している大きな深い変化にたい

して、政治、経済をあづかる人たちが、真っ

向から ζれに挑戦する気はくに欠け、従来の

惰性そのまま行動しているのではないか)J 

と内凶や企業の社会的責任を追求している。

以上のように何れも危機感を訴えているの

が特徴である。本年度は「福祉日本」 、 「福

祉列品」の建設が一大キャンペ/主写ってい

るが、 「列島改造J政策を「列島改造の打ち

出し)Jの不手際などに伴うインフレ ・マイド

の横行 (U経)、生産第一主義が公害をばら

まき市民生活を破かいJ (毎日)、「保守党政

治が大企業、大資本の上に立っている乙とは

隠れもない事実J (朝日)などと各紙共手き

びしい批判を行なっている。

必物価高騰超イ ンフレ傾向の強い此の頃医

業経営も世間で考える程甘くもないし、益々

困難な織相を増してくるに進いなL、。本年度

こそ実のある診療献酬改正を期待する。

冬梅の既!と情を含みをり

虚子
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光支底 島田市支庖 室積支庖

動脈硬化性諸疾患の治療に

優れた作用を持った新薬を開発/

::JIJキ守ミZU@錠 ⑧卑ヨーリ現品
(2.2.6.6・Tetrakis(Nicotinoyloxyme thyl )cyclot、exanol)

一般名(I.N.N.):エコモール(Nicomol)
東京都千代田区神田駿河台2-5 

血圧降下淘j

IIιドパン錠
ELDOPANE. Tab. 

成分 L-αーメチルドパ

〔適応症〕腎性高血圧症、本態性高血圧症、 トーコー薬品
悪性高血圧症 山口県光市正 門町 514
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